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①

②

③

④

⑤

⑥

保有機材

アスファルトフィニッシャー １台 運搬車（８ｔ） 1台

モーターグレーダー １台 ダンプトラック（４ｔ） 1台

タイヤローラー ２台 ダンプトラック（３ｔ） ２台

マカダムローラー等 ３台 作業車 ７台

タイヤショベル ３台 営業車、移動車 ６台

バックホウ 2台 （内5台　ハイブリッド車）
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1 事業活動の概要

責任者 取締役工事部長　　高畠　光輝

             工事部　　西田　恵美子

事業所名及び代表者名

三友工業株式会社

　　　　　三友工業株式会社白山営業所

　　　　　石川県白山市長竹町376-16

〒　924-0811

関連事業所

　　　　　石川県金沢市田上本町2丁目179番地

〒　920-1155

所在地

　　　　　      代表取締役社長　　　長瀬　　一吉

　　　　　                          所長　　浅下　正樹

環境管理責任者名及び連絡先

売上高 百万円 661 603

担当者

従業員数 20 21

Ｅmail　：office@sanyu-ind.co.jp

事業内容

舗装工事及び付帯工事

産業廃棄物収集運搬業（主に自社工事現場での発生廃棄物の運搬で、
他社よりの依頼はありません.)　　対象範囲外

事業規模

活動状況 単位 令和3年度 令和4年度

℡　：　076-221-4131　　ｆａｘ　：　076-221-4130連絡先

人

延床面積 ㎡ 335.34 335.34

弊社の会計年度は4月1日より3月31日です。



アスファルトフィニッシャー タイヤローラー

ミニバックホウ ４ｔコンバインドローラー

⑦対象範囲
・ 認証登録範囲：三友工業株式会社本社及び白山営業所

・ 活動　　　　　　：道路舗装工事及び付帯工事
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⑧

⑨

責任者の役割

・ 代表者として環境経営全般について責任と権限を持つ
・ 環境経営方針を作成・見直し、従業員に周知する
・ 環境への取り組みを実施するため資源(人・モノ・金)を準備する
・ EA21全体の取組状況に関し評価、見直しを実施する
・

・ EAガイドラインの要求事項を満たす環境経営システムを構築し、実行し環境実績を向上させる
・ 環境経営目標の達成状況及び環境経営計画の実施状況を確認する
・ 環境経営目標、環境経営計画を作成する
・ 環境経営方針以外の環境文書の制改定を行う

・ 環境経営方針の理解と環境への取り組みの重要性を自覚する
・ 決められたことを守り、自主的・積極的に環境活動へ参加する

3

工事部 建設現場

建設現場
総務部

所属　 役割・責任・権限

代表者

環境経営レポートを承認する

環境管理
責任者

全従業員

※これらのもののうち特別産業廃棄物を除く

ガラスくず及び陶磁器くず（自動車等破砕物を除く

金属くず（自動車等破砕物を除く）

がれき類　　　紙くず　　　木くず　　　繊維くず

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上７種類

許可年月日 平成29年10月1日

許可有効年月日

なし

2022年度の実績
主に自社工事現場での発生廃棄物の運搬で他
社よりの依頼はなし

エコアクション２１体制図

営業部
建設現場

代表者
環境管理
責任者

産業廃棄物収集運搬に関する項目

許可内容 石川県

許可番号 第01702067707号

廃棄物の種類

積替え及び保管

※これらのもののうち石綿含有産業廃棄物を除く

運搬車両の種類と台数
3ｔﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ　　2台

4ｔﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ　　１台

その他の運搬施設・設備 飛散防止用ｼｰﾄ及び固定ﾛｰﾌﾟ並びにﾌﾚｺﾝﾊﾞｯｸ

廃プラスチック類（自動車等破砕物を除く）

令和9年9月30日
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1 .

2 .

3 . 事業活動に係わる施工場所と本社事務所内において、以下の取り組みを実施します。

・

・

・

・

・
・

4

環境経営方針

事業所において使用していない電気の消灯
②

【基本理念】
　三友工業株式会社は、顧客のニーズにこたえ、信頼される舗装工事を施工する
ために、多面的な角度から仕事をみつめなおし、常に創意工夫に努めます。
このために、施工場所及び本社事務所内の業務における環境への関連性を考
慮し、次に掲げる方針に基づき、環境保全に対する自主的な取り組みを展開しま
す。

【環境保全行動指針】

事業活動において環境に関する法律・条令などの法規制を遵守します。

当社の事業活動における環境への影響をガイドラインに基づいて的確にとらえ、
技術的・経済的に可能な範囲で目標を定めて環境保全活動の継続的な改善に
努めます。

産業廃棄物排出量の削減、資源の有効活用を推進します

2

代表取締役社長 長 瀬 一 吉

エコドライブ・目的地への事前ルート確認による燃料使用量の抑制

① 二酸化炭素の排出量を低減します

工事現場における産業廃棄物排出の際はリサイクルできるものを再分別化
し、軽減・資源に有効利用

③

④

事務所内で使われるコピー用紙の裏紙利用

事務所内における一般廃棄物は細分別と削減

環境経営方針を社員に周知徹底させ、環境保全の意識向上に努めます

改定：平成22年４月１日

三 友 工 業 株 式 会 社

ﾘｻｲｸﾙ商品の購入
ｱｽﾌｧﾙﾄ・路盤材は優先的にﾘｻｲｸﾙ製品を使用します

制定：平成17年４月１日
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1 .

2 .

3 .

担当

管理責任者

工事部

工事部

総務部

総務部

工事部

工事部

(*1)アスファルト原単位＝二酸化炭素排出量(kg-CO₂)/アスファルト購入量(t)

5

ｱｽﾌｧﾙﾄ合材ロス率
の減少

(実施ｔ数/設計ｔ数)

一般廃棄物の再資源化

ガソリン（ℓ）

ＬＰＧ（㎏） 2,824

軽油（ℓ） 28,974

再資源化率（％）

100

137
・節水の徹底

方針 目標項目
目標値

達成手段
令和3年度 令和4年度 令和5年度

・節水弁の取付

100

・資源ごみの完全ﾘｻｲ
ｸﾙ化

5％以下 5％以下

・合材ロス率の減少推
進

141
（㎥）

123,170

環
境
配
慮
し
た

取
組

5％以下 5％以下

10,436

100

100廃
棄
物
排
出
量
削
減

水使用量の削減　　　　　　

100

産業廃棄物の再資源化

再資源化率（％）

11.0

2,796

ＣＯ２排出

量削減

28,684 28,397 28,113 ・法定速度の遵守

・ｺﾋﾟｰ用紙の裏紙利
用

二
酸
化
炭
素
排
出
量
削
減

電力の削減(ｋｗｈ）
21,757

化石燃料の削減

21,539 21,324

100

100

121,938 120,719

水
使
用

量
削
減

10.0 10.0 10.0

・瓶、ﾍﾟｯﾄﾎﾞﾄﾙの分別

140 138

・エコドライブの徹底

119,512
(kg-CO2)

アスファルト原
単位(*1)

100

目標値は初年度は基準値の１％削減とし、以後前年度目標値の１％削減とする。

ただし、アスファルト原単位は１０％以下を目標とする。

ｶﾞｿﾘﾝ・軽油・ＬＰｶﾞｽ等の燃料については、仕事量の増減により大幅な変動が見込まれ
る。

基準値；Ｈ30
～R2の平均

21,111
・照明器具の消灯

・エアコンの温度設定

3 環境経営目標と及び環境経営計画
削減目標は下記のように設定した。基準値は平成30年度から令和2年度までの３年間
の平均値とした。これは平成26年度から新たに設定したアスファルト購入量に対する二
酸化炭素排出量の評価をするうえで、アスファルト購入量が年度によって変動するのを
緩和するためである。

2,740 ・現場ルートの確認

・急発進.急加速.急停
止の禁止

10,332 10,228 10,126
・タイヤの空気圧点検
等.車両整備の徹底

2,768
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アスファルト原単位

※　 評価

〇； 計算結果≦０　　　　（％）

△； ０＜計算結果＜５　（％）

5≦計算結果　　　　（％）

（参考）

6

110%

水使用量 ㎥ 138 89

作業風景

二酸化炭素排出量 ｋｇ-ＣＯ2 120,719

一般廃棄物の再資源化 ％ 100

(計算式：（（実績/目標値）-1）*100）

(計算式：（（実績/目標値）

項　　目 単位 評価(実績/目標)

132,970

アスファルト購入量　11,034.5（ｔ）

×；

(計算式：（（実績/目標値）-1）*100）

×

123,170

100

10.0

141

100

〇64%

二酸化炭素排出量/ｱｽﾌｧﾙﾄ購入量

4 環境経営目標とその実績

〇

　　　　　　令和4年度
　　　目標　　　　　　　実績

×

100 100 100% 〇

100産業廃棄物の再資源化 ％

11.0

基準値；Ｈ30
～R2の平均

12.1kg-CO2/t 121%

100%

電力の二酸化炭素排出係数0.574㎏-CO2/ｋｗ

ｈ
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環境活動の取組結果の経年変化
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1 . 電力の削減

取り組み

・不使用部屋の照明の消灯

・エアコンの温度設定（冷房２８℃　暖房２０℃）

2 . 化石燃料の削減
取り組み

・急発進、急加速、急停止の禁止

・タイヤの空気圧点検等、車両整備の徹底

・法定速度の遵守

・現場ルートの確認

・エコドライブの徹底

ソーラー式ＬＥＤ表示機 　　　ソーラー式保安灯

8

ℓ 10,228 7,588 74% 〇

79% 〇
軽油

ガソリンも価格が安定せず、工事車両に必要なのであまり無理はできないのですが、気
を引き締めてエコドライブに努めていきたいです。
営業車両はハイブリット車が１台増えました。

評価と課題

ＬＰＧ ㎏ 2,768 2,186
ℓ 28,397 36,617

〇

電気使用量（ｋｗｈ）

ガソリン

5 環境経営計画の取組結果とその評価と課題

129% △

20,934 98% 〇21,324

評価と課題

使用量の変化はないのですが、価格変動が著しいのが問題です。
無理のない範囲で省エネに取り組んできました。

〇

〇

項目 単位 令和4年度目標値 令和4年度実績値 評価

評価

〇

令和4年度目標値 令和4年度実績値

評価

評価

〇

〇

〇



3 .

4 .

取り組み
・節水に心がける

・節水弁の取付

5 .

取り組み

・現場内で発生する産業廃棄物の完全リサイクル化

・産業廃棄物の分別徹底による減量化

・施工ミスによる無駄な廃棄物をなくす

6 . 一般廃棄物の排出量の削減

・ コピー用紙の裏紙利用
・ 紙類(OA用紙等)容器物（缶、ペットボトル等）の分別を徹底する
・ ファイル、ホルダー等は繰り返し使用する

アスファルト合材ロス率の減少にむけ更なる取組みを展開する。

令和4年度目標値 令和4年度実績値

二酸化炭素排出量及びアスファルト原単位

二酸化炭素排出量（㎏-ＣＯ2）

評価

121.0%

120,719

×10.0 12.1

132,970 110% ×

アスファルト原単位（㎏-ＣＯ2／ｔ）

令和4年度目標値 令和4年度実績値

評価

〇

評価と課題

水使用量の削減

評価

138 89 64%

今期の冬は氷点下になる日が多く、水道管が破裂してしまいました。
今後は破裂防止の対策も心がけていきます。

評価

〇

令和4年度実績値 評価

評価

100.0100

令和4年度実績値令和4年度目標値

産業廃棄物の再資源化（％）

〇

100% 〇 

評価と課題

原油高でも購入量を減らすことができないので、ムダをなくす努力を心がけました。

取り組み

〇

9

上下水道使用量（㎥）

〇

評価と課題

評価

〇

〇
〇

産業廃棄物の排出量の削減

〇

令和4年度目標値



熱中症対策でペットボトル飲料を購入するとき、なるべくラベルレスのものを選んで購入しました。

手間を省くことと、ゴミも減らせて一石二鳥です。

.

．

一般廃棄物の再資源化

100.0100.0

目標値
過去３カ年平均

2,7392,7402,7962,824

28,974 28,684

項　　目

電気使用量

10

産業廃棄物の再資源化

会社にAEDを設置しました。
 
社員だけでなく、地域のみなさんにも
もしもの時にお役に立てたらと思います。

ＬＰｶﾞｽ使用量
ｶﾞｿﾘﾝ使用量
軽油使用量

二酸化炭素排出量

水道使用量

ｱｽﾌｧﾙﾄ原単位

令和3年度

28,397 28,113ℓ
ｋｇ-ＣＯ2

㎥

7

ｋｗｈ

100

評価と課題

目標値基準値

10,436 10,332 10,228 10,126

今後３年間の削減目標（中期環境経営目標）

㎏
ℓ

目標値

100.0100.0

100.0100.0100.0100.0

6 次年度(令和5年度)の取組内容

100

123,170 121,938 120,719

140 138 137

21,32421,53921,757

11.0 10.0 10.0 10.0

119,512

141

21,111

ｋｇ-ＣＯ2/ｔ

令和4年度目標値 令和4年度実績値 評価

100

環境活動計画の取組内容は令和5年度も継続する。

令和5年度令和4年度
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1
2
3
4

1
2
3
1

2

3

1

2

環境関連法規の違反及び苦情等はない。

なお、関連当局より違反、控訴等の指摘は過去３年間ありません。

環境関連法規に関しては定期的に遵守状況をチェックしました。

走行距離の報告

車両の整備 月例社内点検

車両の管理

「腹八分目」と「塩分表」

休憩室に貼ってあります。
ふとした時に自分の体を労わってほしい
と思い、さりげなく貼ってみました。

11

市町村への事前確認、届出書の
提出

事前届出

振動規制法

指定地区の確認

8
環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果並
びに違反、訴訟等の有無

許可番号の表示

ﾏﾆﾌｪｽﾄ管理台帳の作成

マニフェスト使用状況の報告

建設工事に係る
資材の再資源化
等に関する法律
（建設ﾘｻｲｸﾙ法）

解体工事の分別徹底とﾘｻｲｸﾙ率
の向上

分別、処理フロー、ﾏﾆﾌｪｽﾄでﾘｻｲ
ｸﾙ量の管理

基準の遵守

道路運送車両法

毎年6月までに前年度実績の報告

遵守事項 当社の遵守内容

市町村への事前確認、届出書の
提出

事前届出

基準の遵守

廃棄物の処理及
び清掃に関する
法律（廃掃法）

運搬処分は許可を受けたものが行う許可証（番号、有効期限、契約書等）

管理票（ﾏﾆﾌｪｽﾄ）

収集運搬車の表示

騒音規制法

指定地区の確認

法規名
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三友工業株式会社
令和5年4月15日

昨年２月のロシアによるウクライナ侵攻により世界情勢の悪化に伴う物価の上昇は
我々、建設業界へも大きな波となり資材の高騰は今や脅威となっております。
舗装工事の原価管理、工程管理、安全管理（すべての施工管理）をより厳しく、無理
無駄のない施工を望みます。
環境経営目標に関しても、環境経営目標の100％達成を社員一丸になり進めていく
こと！

12

代表取締役　　長瀬　一吉

9 代表者による全体評価と見直しの結果
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